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都
市
開
発
や
森
林
伐
採
な
ど
の
環
境
破
壊
と
地
球

温
暖
化
に
よ
り
、
行
き
場
を
失
っ
た
野
生
動
物
と
人

間
の
接
触
す
る
機
会
の
増
加
が
、
全
世
界
を
脅
か
す

伝
染
病
の
発
生
の
温
床
と
な
り
、
そ
し
て
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
人
と
物
の
移
動
の
急
激
な
伸
び

が
、
病
原
体
を
地
球
上
に
撒
き
散
ら
し
未
知
の
感
染

症
の
大
流
行
を
引
き
起
こ
す
。

　

世
界
を
震
撼
さ
せ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
）
は
、
２
０
１
９
年
12
月
に
中

国
の
武
漢
で
発
生
し
た
。
中
国
国
内
の
限
局
的
流
行

と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
感
染
情
報
の
隠
蔽

や
「
封
じ
込
め
」
の
遅
れ
に
よ
り
、
瞬
く
間
に
日
本

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
と
全
世
界
に
感
染
が
広

が
り
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
２
０
２
０
年

３
月
11
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が

人
間
社
会
に
破
滅
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
し
て
「
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
宣
言
し
た
。

　

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス　

２
０
０
２
年
）
と
ほ
ぼ
同
等
と
さ
れ
、
致

死
率
は
意
外
に
低
く
約
２
％
と
さ
れ
る
。
感
染
者

の
８
割
程
度
は
軽
症
や
無
症
状
で
あ
る
が
感
染
力

を
持
つ
た
め
、
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を
持
つ
人
が

重
症
感
染
の
犠
牲
に
な
っ
て
し
ま
う
。
軽
症
者
や

不
顕
性
感
染
者
の
対
処
が
感
染
の
拡
大
や
医
療
崩

壊
の
防
止
の
た
め
に
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
世
界
的
拡
大
に
よ
る
社
会
の
機

能
不
全
や
麻
痺
は
、
心
と
体
に
多
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
、
今
ま
で
人
類
が
築
き
上
げ
て
き
た
文
明
や
価

値
観
を
根
底
か
ら
揺
る
が
そ
う
と
し
て
い
る
。
ミ
サ

イ
ル
攻
撃
は
一
瞬
に
し
て
イ
ン
フ
ラ
を
破
壊
し
人
命

を
奪
う
一
方
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
死
は
、
じ
わ

じ
わ
と
人
々
を
不
安
と
恐
怖
に
陥
れ
無
慈
悲
で
さ
え

あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
ま
る
で
精
巧
な
生

物
兵
器
で
あ
り
、
攻
撃
の
標
的
は
、
宿
主
を
容
易
に

手
に
入
れ
ら
れ
る
人
口
密
度
が
高
く
現
代
文
明
の
恩

恵
を
受
け
て
い
る
大
都
市
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
パ
リ

や
ロ
ン
ド
ン
そ
れ
に
東
京
と
な
っ
て
い
る
。

　

欧
米
の
医
療
現
場
の
ベ
ッ
ド
に
瀕
死
の
状
態
で
横

た
わ
っ
て
い
る
多

く
の
重
症
感
染
者

や
、
葬
儀
ら
し
い

葬
儀
も
で
き
ず
埋

葬
さ
れ
る
死
者
の

姿
を
見
る
と
、
ま

る
で
戦
争
映
画
の

野
戦
病
院
の
光
景

を
見
る
よ
う
で
あ

り
、
人
影
の
な
い
静
ま
り
返
っ
た
大
都
市
の
街
並
み

は
核
戦
争
が
起
こ
っ
た
後
の
廃
墟
を
撮
っ
た
Ｓ
Ｆ
映

画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
想
像
さ
せ
る
。

　

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
、
微
量
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
断
片
を

増
幅
し
て
ウ
イ
ル
ス
を
検
出
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
徹

底
に
よ
る
感
染
者
の
隔
離
や
都
市
封
鎖
の
手
法
を
と

る
国
が
多
い
中
、
日
本
は
「
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
」
と

い
う
独
自
の
方
法
を
採
用
し
た
。
集
団
発
生
（
ク
ラ

ス
タ
ー
）
を
早
期
に
発
見
し
新
た
な
集
団
発
生
を
封

じ
込
め
て
、
重
症
感
染
者
に
医
療
資
源
を
注
ぎ
医
療

崩
壊
を
回
避
す
る
戦
略
だ
が
、
と
て
も
労
力
が
い
る

方
法
で
あ
る
。

　

集
団
の
、
あ
る
一
定
の
割
合
が
感
染
し
て
集
団
免

疫
を
獲
得
す
れ
ば
、
ウ
イ
ル
ス
と
人
間
と
の
力
関
係

は
平
衡
状
態
と
な
り
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
は
終
わ
る
。

当
初
イ
ギ
リ
ス
は
集
団
免
疫
の
戦
略
を
取
り
入
れ
た

が
、
感
染
者
や
死
亡
者
の
急
増
が
起
こ
り
感
染
拡
大

の
速
度
と
感
染
の
ピ
ー
ク
を
抑
え
る
た
め
、
個
人
の

行
動
を
制
限
し
不
要
の
外
出
や
接
触
を
控
え
る
「
社

会
的
距
離
戦
略
」
と
国
家
戦
略
と
し
て
「
都
市
封
鎖
」

に
踏
み
切
っ
た
。

　

４
月
７
日
、
日
本
で
は
大
都
市
の
感
染
者
の
増

加
を
受
け
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
特
別
措

置
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
東
京

や
大
阪
な
ど
７
都
府
県
は
外
出
自
粛
の
要
請
な
ど

の
措
置
が
取
ら
れ
た
。
措
置
の
内
容
は
欧
米
と
は

異
な
り
曖
昧
で
緩
や
か
で
あ
り
、
人
々
の
自
粛
と

我
慢
と
「
同
調
圧
力
」
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
多

い
。
た
だ
日
本
の
死
亡
率
は
今
ま
で
の
と
こ
ろ
他

国
に
比
べ
驚
く
べ
き
程
低
く
、
日
本
人
は
す
で
に

何
ら
か
の
形
で
ウ
イ
ル
ス
へ
の
抵
抗
力
（
自
然
免

疫
や
集
団
免
疫
）
を
獲
得
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
今
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
感
染
者
数

と
感
染
の
広
が
る
速
度
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
第
一

で
あ
る
。

　

人
間
も
ウ
イ
ル
ス
も
数
十
億
年
の
間
、
お
互
い

進
化
し
て
き
た
自
然
界
の
一
存
在
に
過
ぎ
な
い
。
ウ

イ
ル
ス
に
と
っ
て
宿
主
の
死
は
自
ら
の
死
を
意
味

し
、
宿
主
の
人
間
を
失
え
ば
ウ
イ
ル
ス
の
繁
栄
は
期

待
で
き
な
い
。
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
特

に
生
物
的
適
応
戦
略
に
長
け
て
い
る
厄
介
な
物
質

で
あ
り
生
命
体
で
も
あ
り
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
終
息

に
は
、
科
学
の
力
に
よ
る
「
ウ
イ
ル
ス
の
撲
滅
」
は

恐
ら
く
根
本
的
解
決
で
は
な
く
、
ウ
イ
ル
ス
の
弱
毒

化
や
集
団
免
疫
な
ど
に
よ
っ
て
地
球
上
に
「
ウ
イ
ル

ス
と
人
間
が
共
存
」
し
、
互
い
に
と
っ
て
程
よ
い
生

態
系
を
構
築
す
る
戦
略
が
、
理
に
か
な
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
流
行

―
ウ
イ
ル
ス
と
人
間
と
の
共
存
―
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